
上海明利包装印刷有限公司（銭雪彬＝クィン・シェ・

ビン社長）は 2000 年 3 月に設立。ラベルは主に工業系、

医薬品やトイレタリー関連、食品ラベルも手がける。

銭社長は元々、建築関連の事業に従事していた。「新

しく事業を立ち上げ

よう」と 1999 年に

職を辞した。軍資金

数 十 万 元 で、 ど う

いったビジネスが今

後成長を見込めるの

か調査した末、ラベ

ル印刷会社に希望を

見出し、同社を設立

したのだという。

現在は従業員 145

人を抱える一大企業

に成長。設備は中天

の オ フ セ ッ ト 間 欠

機、 太 陽 機 械 製 作

所 の 凸 版 輪 転 機 の

ほか、昨年 3 月にボブストのフレキソ機を、そして 13

年にエプソンのインクジェットデジタルラベル印刷機

「SurePressL-4033AW」を導入した。

　　　　　　　　　　◇◇◇

「3 年前に SurePress の存在を知ったのを機に、デジ

タルプリンティングに関するビジネスモデルについて

マーケティングを行った。そこに高品質な印刷物が要求

される機会の増加と、小ロット需要の確実な増加を把握

した」。マーケットの動きを確実に捉えそれに応じてい

くため、銭社長は「同機が最適」と選択したのだという。

「中国は現在、世界経済に大きな影響を及ぼす存在。

そしてここ上海は、海外から大規模の会社が次々と進出

してくる。今はまたとない大きな好機。そんな目の前の

チャンスを、確実に掴まなければならない。デジタル印

刷機を導入したことで、われわれは今後さらにステージ

を上げていきたいと考えている」

これに付随して同社は現在、SurePress で少量オーダー

以外に特徴のある機能性ラベルづくりにも着手。偽造品

が多く流通する国内事情を受け、これを防止するための

セキュリティー機能を有するものや、流通経路をトレー

ス可能とする仕組みをラベルに付加したものだ。さらに

中国では昨年から、すべての医薬品に 20 桁のバーコー

ドの添付が義務づけられており、同機による可変情報印

刷に先述の偽造防止機能を追加させるといったアイデア

を技術で融合するラベルづくりにも取り組む。

銭社長は「顧客にとって重要なのは『ブランディング』。

ラベルやパッケージを通じて商品の品質の高さを印象づ

けること、他社と差別化を図ることが求められる。印刷

品質、機能共に申し分なく、デジタル印刷機を導入した

ことで顧客の満足度が向上した」と評価する。

　　　　　　　　　　◇◇◇

SurePress 導入後、社内にデジタル部門を創設したと

いう同社。専任営業が、従来とは異なる仕事の取り方で

新規開拓を精力的にこなす。食品や飲料、日用品にコス

メ系と広域にわたって市場リサーチを行い、新規商品を

送り出す動きのある会社にアクセス。複合的な要素を持

たせた多機能や、製版不要でアナログ印刷よりも短納期

対応に有効な点、必要な時に必要な量をオーダーするこ

とで在庫管理やコストダウンにも効果的といった運用面

も含め優位性をプロモーション中だ。

こうしてデジタルの運用を積極化する背景には、都市

構造にも関わっている。

小ロット需要の増加に加えて、人件費が上がり始めて

いることを銭総経理は指摘する。上海のような大都市で

は顕著で、生産地と消費地が近い上海では、ラベルに高

い印刷品質を要求する顧客へタイムリーな納品を行う企

業間競争が年々激化しているのだという。印刷に費やす

時間に納品までの時間と、デジタル印刷事業は「時間」

に対するコスト意識を持つ動機付けにもなったと話す。

　　　　　　　　　　◇◇◇

現地のマーケット事情を、銭社長はこう見ている。

「中国のラベル市場は、この 5 年間急速に発展を遂げた。

成長率で言えば年率 10% 以上と、いわゆる成長途上で

あったため事業は非常にやりやすい面はあった。一方こ

の先の 5 年間は、同 7% 程度と見込まれている。ピーク

を越え緩やかな局面となるため、ここまで通用した手法

だけ続けていても成功は約束されない。今後はより合理

的な手段、もっと特徴ある事業を展開して個性を発揮し

ていかなければ、市場に淘汰されてしまう」

設立から 15 年が経ち「企業の成長はもちろん、さま

ざまな経験を通じて自身も成長できた」とこれまでの軌

跡を振り返る。経営責任者として常に社員の幸せを第一

義とし「それを担保するには会社の成長が必要不可欠。

気概と使命感を持ち、時流に合わせた組織の改革に挑ん

できた積もりだ」と同氏。数々の機械を導入し事務所や

工場も建て、いろいろ苦労も多かったが「当時ラベル印

刷会社を立ち上げるという選択は正しかった」と説く。

最後に銭社長に仕事にかける思いを聞いた。

「企業である以上当然利益を追求するが、社員の幸せ

も同様に重視し追求する。経済成長を遂げた日本は、利

益追求に加え従業員を大切にする管理がしっかり成され

ている印象だ。中国の企業は総じて利益重視に主軸を置

くため、その点においては、社員を守り成長を果たした

日本型経営について興味を持っている」

「人は考えも価値観もそれぞれ異なり、習慣も違うも

の。どのような違いがあっても、すべての社員を等しく

大切にしなければならない。市場のトレンド、顧客のニー

ズなどいかなる変化に対しても順応していけるよう、こ

れからも企業も人も成長していきたい」

―
―
２
０
１
５
年
の
貴
社
に

お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
動
向
は

「
収
益
と
も
に
前
年
を
上
回

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
長
い
目

で
見
れ
ば
、
日
本
国
内
の
人
口

が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
従
来

の
常
識
通
り
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
手

が
け
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
れ

か
ら
は
企
業
の
、
そ
し
て
ラ
ベ

ル
産
業
全
体
の
成
長
な
ど
見
込

め
な
い
と
考
え
ま
す
。
現
在
、

日
本
国
内
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス

の
常
識
は
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
そ
の
常
識
を
い
ち
早
く

認
識
し
、
企
業
方
針
を
掲
げ
て

行
動
に
移
す
必
要
が
あ
る
の
で

す
。
そ
れ
は
、
国
内
だ
け
で
は

な
く
海
外
で
の
事

業
も
含
め
た
包
括

的
な
ビ
ジ
ネ
ス
戦

略
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
を
踏

ま
え
、
当
社
で
は

す
で
に
動
き
始
め
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
複
数
あ
り
ま
す
」

―
―
ま
ず
、
海
外
戦
略
に
つ

い
て
お
聞
き
し

た
い
の
で
す
が

「
現
在
、
タ

イ
の
フ
ォ
ー
ム

印
刷
会
社
で
あ

る
『
ロ
イ
ヤ
ル

ペ
ー
パ
ー
』
と

提
携
し
、
同
社

の
敷
地
内
に
ラ

ベ
ル
印
刷
工
場

を
建
設
中
で

す
。
同
社
は
従

業
員
数
６０
人
と

い
っ
た
中
堅
の
印
刷
会
社
で
、

タ
イ
を
は
じ
め
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

地
域
に
対
し
、
印
刷
物
や
レ
ジ

ロ
ー
ル
を
販
売
し
て
お
り
、
工

業
分
野
へ
の
販
路
を
す
で
に

持
っ
て
い
る
の
が
特
徴
。
し
か

し
、
日
本
同
様
フ
ォ
ー
ム
の
需

要
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
新
市

場
の
開
拓
を
目
指
し
て
い
ま
し

た
。
一
方
、当
社
も
環
太
平
洋
、

特
に
ア
ジ
ア
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
戦

略
を
推
進
す
る
に
際
し
て
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
ラ
ベ
ル
を
安
定
供

給
で
き
る
生
産
拠
点
を
確
保
し

た
い
と
い
っ
た
意
向
が
あ
り
、

双
方
の
メ
リ
ッ
ト
が
合
致
し
た

た
め
、提
携
へ
至
っ
た
の
で
す
」

「
新
工
場
に
は
、
レ
タ
ー
プ

レ
ス
と
オ
フ
セ
ッ
ト
の
印
刷
機

３
台
、
後
加
工
機
２
台
の
計
５

台
を
設
置
。
従
業
員
は
日
本
人

２
人
、
タ
イ
人
５
人
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
も
っ
と
も
工
場
敷

地
に
余
裕
が
あ
る
た
め
、
い
ず

れ
は
さ
ら
に
設
備
を
導
入
す
る

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
際
は
、
ロ
イ
ヤ
ル
ペ
ー

パ
ー
に
も
資
本
参
加
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
日
系
企
業
な
ど
に
対
す

る
工
業
用
ラ
ベ
ル
を
足
が
か
り

と
し
、
順
次
食
品
ラ
ベ
ル
へ
の

展
開
を
想
定
し
て
い
ま
す
」

―
―
な
ぜ
独
自
資
本
で
は
な

く
、
現
地
企
業
と
の
提
携
を

「
ア
ジ
ア
は
欧
州
と
比
較
し

て
言
語
や
政
策
、
ビ
ジ
ネ
ス
慣

習
な
ど
が
大
き
く
異
な
る
た

め
、
単
独
資
本
で
進
出
し
た
場

合
、
ス
ム
ー
ズ
な
事
業
展
開
に

至
る
ま
で
時
間
を
要
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
む
し
ろ
、
現

地
企
業
と
提
携
す
る
こ
と
で
、

当
社
は
リ
ス
ク
の
少
な
い
ス

ム
ー
ズ
な
ア
ジ
ア
展
開
を
、
ま

た
現
地
企
業
は
日
本
の
高
い
技

術
力
習
得
を
、
そ
れ
ぞ
れ
実
現

で
き
る
の
で
す
。
そ
の
下
地
に

は
、
日
本
の
印
刷
品
質
が
ア
ジ

ア
や
世
界
で
認
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
」

「
私
の
中
で
想
定
し
て
い
る

の
は
、
中
国
か
ら
マ
レ
ー
半
島

先
端
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ま
で
を

結
ぶ
ラ
ベ
ル
の
製
造
・
供
給
ラ

イ
ン
。
当
社
は
、
中
国
・
蘇
州

に
ラ
ベ
ル
生
産
拠
点
が
あ
り
ま

す
が
、
例
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
国

境
に
近
い
昆
明
に
物
流
拠
点

を
、
さ
ら
に
ベ
ト
ナ
ム
国
内
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
に
、
現
地
企

業
と
提
携
し
て
製
造
拠
点
を
設

け
る
こ
と
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全

体
を
カ
バ
ー
で
き
る
こ
と
に
な

る
と
考
え
ま
す
」

―
―
次
に
、
国
内
戦
略
に
つ

い
て
は

「
デ
ジ
タ
ル
印
刷
の
設
備
投

資
を
推
進
し
て
い
ま
す
。現
在
、

当
社
が
保
有
し
て
い
る
の
は
、

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
（
Ｉ
Ｊ
）
方

式
が
４
台
、電
子
写
真
（
Ｅ
Ｐ
）

方
式
が
２
台
。
ま
た
、
Ｅ
Ｐ
方

式
の
『
Ｈ
Ｐ 

Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ｇ
ｏ

２
０
０
０
０
』
を
２
台
、
新
た

に
導
入
し
ま
し
た
。
前
述
の
６

台
は
ラ
ベ
ル
向
け
、
新
導
入
の

印
刷
機
は
軟
包
装
向
け
と
し
て

考
え
て
い
ま
す
」

「
一
般
的
に
デ
ジ
タ
ル
印
刷

は
『
多
品
種
小
ロ
ッ
ト
向
け
』

と
の
認
識
が
定
着
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
『
ラ
ベ
ル
限
定
』

と
個
人
的
に
感
じ
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
印
刷
は
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ

印
刷
と
比
較
し
て
、
イ
ン
キ
な

ど
の
コ
ス
ト
が
ま
だ
高
価
。
ラ

ベ
ル
の
場
合
は
、
後
加
工
な
ど

で
省
力
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
な
ん
と
か
コ
ス
ト
を
吸
収

で
き
ま
す
。し
か
し
軟
包
装
は
、

極
端
に
言
え
ば
フ
ィ
ル
ム
に
印

刷
す
る
の
み
で
あ
り
、
利
益
を

捻
出
す
る
た
め
に
は
、
最
低
限

の
ロ
ッ
ト
確
保
が
必
要
。
デ
ジ

タ
ル
印
刷
に
優
位
な
は
ず
の
少

量
対
応
で
、
コ
ス
ト
が
か
か
っ

て
し
ま
う
の
で
す
」

―
―
で
は
、
な
ぜ
軟
包
装
向

け
に
デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
導
入
を

「『
新
ビ
ジ
ネ
ス
を
仕
掛
け
る

た
め
の
ツ
ー
ル
』
と
い
う
認
識

で
す
。
例
え
ば
最
近
、
清
涼
飲

料
分
野
で
一
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
商

品
の
ラ
ベ
ル
に
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
名
前
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
印

刷
す
る
こ
と
で
、
訴
求
力
を
高

め
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

す
べ
て
を
デ
ジ
タ
ル
印
刷
で
こ

な
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
の
中
で
少
な
く
と

も
デ
ジ
タ
ル
印
刷

の
占
め
る
要
素
は

大
き
い
。た
だ
し
、

今
か
ら
当
社
が
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン

ド
に
対
し
て
ま
っ

た
く
同
じ
ビ
ジ
ネ
ス
を
提
案
し

て
も
、
そ
れ
は
意
味
を
成
し
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
、
全
国
の
ロ
ー

カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
に
対
し
て
、
当

社
が
デ
ジ
タ
ル
印
刷
に
よ
っ
て

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
以
上
の

訴
求
力
を
実
現
で
き
る
方
法
を

考
え
て
い
る
の
で
す
」

「
ブ
ラ
ン
ド
オ
ー
ナ
ー
か
ら

『
包
装
資
材
を
５
％
安
く
し
て

欲
し
い
』
と
要
求
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
本
当

の
と
こ
ろ
は
『
当
社
商
品
の
販

売
個
数
を
５
％
伸
ば
す
よ
う
な

資
材
が
欲
し
い
』
は
ず
。
そ
こ

に
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
が
隠

さ
れ
て
い
る
の
で
す
」

―
―
そ
の
ほ
か
の
戦
略
は

「
当
社
は
本
年
『
Ｏ
Ｓ
Ｐ
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
』
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、

新
た
な
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
第
１
に
、
こ
れ
ま
で

推
進
し
て
き
た
生
産
工
程
の
さ

ら
な
る
効
率
化
、
そ
し
て
第
２

に
『
ラ
ベ
ル
が
不
要
と
な
っ
た

分
野
へ
の
提
案
材
料
』
で
す
。

前
者
に
関
し
て
は
、
高
い
印
刷

技
術
を
求
め
ら
れ
る
ラ
ベ
ル
製

造
と
は
異
な
る
ラ
イ
ン
に
お
い

て
『
完
全
無
人
化
』
の
実
現
を

目
指
し
た
い
。私
は
そ
れ
を『
変

な
工
業
』
と
呼
ん
で
い
ま
す
が

（
笑
）」

「
後
者
に
つ
い
て
、
今
後
は

表
示
な
ど
の
多
様
化
に
伴
い
、

軟
包
装
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
へ
の

直
接
印
字
が
進
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
ラ
ベ
ル
が
不
要
と
な
る
分

野
が
現
れ
る
場
合
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
わ
れ
わ
れ
ラ
ベ
ル
印

刷
会
社
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う

な
事
態
を
想
定
し
、
あ
ら
か
じ

め
ラ
ベ
ル
不
要
に
な
っ
た
際
の

提
案
材
料
を
確
保
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
の
で
す
。
冒
頭
で
も

申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
常
識
が
変
化
し
て
い
る
現

在
、
ラ
ベ
ル
産
業
も
そ
の
変
化

を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
対

応
策
を
講
じ
て
お
く
こ
と
で
、

企
業
の
、
そ
し
て
産
業
全
体
の

発
展
へ
と
結
び
付
く
と
考
え
る

の
で
す
」

門司工場に設置している「HP Indigo」デジタル印刷機

デ
ジ
タ
ル
機
で
「
コ
ス
ト
意
識
」「
成
長
」「
社
員
の
幸
せ
」
実
現

オフ間欠機に凸版輪転機（上）、そしてデジタル印刷機も設備

上海明利包装印刷（上海市）
シャンハイミンリ

scene#31

大
阪
シ
ー
リ
ン
グ
印
刷
㈱
（
大
阪
市
天
王
寺
区
小
橋
町
、

松
口
正
社
長
、☎
０
６
・
６
７
６
２
・
０
０
０
１
）は
現
在
、「
Ｏ

Ｓ
Ｐ
イ
ン
ダ
ス
ト
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大
阪
シ
ー
リ
ン
グ
印
刷

タイの印刷会社と提携して現在建設中の新工場
（完成予想図）。工業用ラベルなどを製造する予定
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刷
事
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銭　雪彬 社長

松口　正 社長

設
立
約
１５
年
で
１
４
５
人
の
従
業
員

を
抱
え
る
一
大
企
業
に
成
長
し
た
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